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され，各地で進駐軍相手の売春施設「特殊慰安施設協会」（Recreation and Amusement 
Association，以下 RAA）の設置準備がはじまり，「新日本女性」という名で若い女性を
募集したことはよく知られている事実である［原田 1994 : 155-156］。これは，一般女性
を米兵の性的暴力から守るために創案された制度であった。しかし，外国人相手を嫌う売
春婦たちには不評で，一般女性を募ることになった。この女性たちが「女の特攻隊」［神

























在したと報告されている［慶応大学社会事業研究会編 1953 : 15］。立川については1950～







りはこの 2， 3倍であった［ダワー 2004 : 146；平井 2007 : 80］。街娼に関していうと，
1946年はじめの立川では，月の稼ぎは42 ,000円から90 ,000円になった［西田 1953 : 26］。
数時間のショートで1 ,000円，泊まりのオールナイトで2 ,000円である［鈴木編 1956 : 67］。
1950年の横浜での調査では月に15 ,000円から30 ,000円を稼いでいる。ショートで500円か
ら1 ,000円，オールナイトで1 ,000円から15 ,000円とかなり幅がある［慶応大学社会事業研
究会編 1953 : 22］。また，1949年の京都では月平均14 ,570円［大塚 1949 : 92］，東京では
26 ,700円から40 ,000円だったという指摘もある。これは，赤線地帯の売春婦よりはるかに
高い額であった。日本人男性相手のみの街娼でも同じく20 ,000円以上もうけていた。女性














































た［神崎 1974 : 120
11）
］。






交際―映画やダンス―を通じて，米兵を楽しませることができた［西田 1953 : 46-
48 ; Sanders 2005 : 90］。また，昭和20年代に書かれた多くの書物が，パンパンとなった

























































































































































































































































































































友だちに誘われて（ 9パーセント）が上位を占め， 6）家庭貧困（ 8パーセント）， 7）






























































































































































































































































































































ったいな人たち」『週刊大衆』  2002年 1月21日号，86ページ）。しかし，日本が独立し，基地周辺
の売春行為を大っぴらに批判することが可能になると，1952年当時の東大総長の矢内原忠雄は「そ
の惨禍は，かの原爆の破壊力に比べても，決して劣るものではない」と卒業式の式辞で述べている














































だけで「姐御」が仕切る集団を作り，なわばりをめぐって争っていた［神崎 1974 : 119 ; 西田 










































21）　もっといえば，「日本全体がパンパン宿」［大宅 1953 : 136］になったといってもいいであろう。
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